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会計情報システムとWeb2.0に関する一考察Ⅰ








Web2.0とは､ティム ･オライ リーが提唱 し
た概念でWebの新潮流を総称したものである2)｡

























































































































































































































































































































































































































の縁 とい うよ うな観点か らWeb2.0型会計情報
システムを考察 していきたい｡
注
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に関する一考察｣『神奈川大学経営学部国際
経営論集』､第33号､1頁｡
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2000054679,20090039,00.html
http://japan.cnet.com/column/web20/stoIY/0,
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｢業務統合型会計情報システム｣の3段階に分
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る会計ソフ トは ｢自己完結型会計情報システ
ム｣に属すると考えられるので､会計情報シ
ステムの単独使用は存在する｡なお､｢業務
統合型会計情報システム｣の次の段階として
｢戦略的会計情報システム｣を考える場合も
あるが､このシステムも業務統合型情報シス
テムであることに変わりはない｡
6)田宮治雄 (1994)『会計情報システムの機能
と構造』 中央経済社｡
7)荒井義則 (1999) ｢会計情報システムと複雑
系に関する一考察｣『神奈川大学経営学部国
際経営論集』､第18号､25頁｡
荒井義則 (2000)｢会計情報システムと複雑
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部国際経営論集』､第19号､75頁｡
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荒井義則 (2001) ｢会計情報システムのサブ
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219頁｡
荒井義則 (2002) ｢会計情報システムと多主
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学部国際経営論集』､第25号､475頁｡
荒井義則 (2005)｢会計情報システムと場の
理論に関する一考察｣『神奈川大学経営学部
国際経営論集』､第29号､119頁｡
8)本稿では､会計情報システムに人間も含めて
考えているので､｢予算編成支援機能｣では
なく ｢予算編成機能 (③)｣であり､｢意思決
定支援機能｣ではなく ｢意思決定機能 (④)｣
である｡
9)MurrayCel-Mann[著]､野本陽代[訳](1994)
『クオークとジャガー』草思社､41頁｡
10)JohnH.Holand[著]､嘉数倍昇[監訳](1992)
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17)本稿で対象としているインターネット型会計
情報システムは膨大な数の個人システムを含
んでいるが,インターネット全体というわけ
ではない｡このシステムの外部にもインター
ネットは存在 し､そこから多量の情報を得る
ことになる｡ また,本稿ではシステム内に人
間も含むと考えているので､インターネット
以外からの情報や人間の感性から発せられる
情報も多量に取り入れている｡
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